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子どもたち、がんばっています 

                               校長  小川 泰文 

  

稲架掛けされた５年生の稲が香るさわやかな朝、「おはようございます」の声が校舎に響きます。 

 毎朝、有志が玄関前であいさつ運動です。有志という点が本校の特徴。輪番ではない良さが感じ

られます。 

 一方、４年生は学級で「あいさつプロジェクト」を展開。自分たちが元気にあいさつすることで

全校のみんなをＨＡＰＰＹにすることが目的。職員室や校長室に訪問してあいさつする子の緊張し

た表情とほっとした笑顔を見た瞬間は、まさにＨＡＰＰＹです。 

 更には廊下に掲示された２学期のめあてをみると、「あいさつをがんばりたい」と書いた子が全

校で何人も。集団生活であいさつが大切と感じている子がたくさんいてうれしくなってきます。 

 学校評価であいさつについて検討するとき、子どもの自己評価は「よくできた」と高く、大人の

評価は「あまりよくできていない」と低いことがしばしばあります。大人サイドから見て「その程

度で合格点はあげられない」と厳しい目で子どもを見ようとする気持ちがよくわかります。とかく、

子どもに対しての「ものさし」は長くなりがちです。 

 自身の子育てを振り返ったとき、幼い頃には「心優しい子であればよい」というものさしがあり

ました。それは子どもが心掛け一つでとどくものさしだったように思います。 

 ところが、勉強もできてほしい、整理整頓もできてほしいと、ものさしは徐々に長くなってきま

した。しかも、その長さは、他の子との比較でできるものだから、がんばっても届かない場合がほ

とんど。 

自然と子どもに対しては、叱ることや注意ばかりになっていく。これではいけない、子どもは褒

めて伸びると自分に言い聞かせても、実践できずにいる自分。子どもを評価するものさしはその子

なりのオリジナルものさしであるはずなのに。 

 子どもは鍛えていくべきだと思います。しかし、欠点や高すぎるハードルばかりに目がいってし

まい、厳しい評価に終始することは避けたいものです。その子の適正やよさを見極め、評価し認め

ていく部分を大切にしたいと思います。がんばったと評価してあげるハードルをもう少し下げても

いいときがあるのではと。 

 ６年生が「たのしみは」で始まり、「時」で結ぶ短歌の学習をしたときです。ある子が次のよう

に詠みました。 

 たのしみは 授業終わりの 金曜日 みんなでワイワイ 下校する時 

 「わかるなあ、この気持ち」と思いました。子どもの頃、明日は休日だと思うとウキウキしたも

のです。おそらくこの子は、得意なことも苦手なことも、一週間やりきった感があるんですね。十

分がんばったことが歌から伝わります。 

 大人も仕事終わりの金曜日は同じ気持ちではないでしょうか。今週も終わった感といいますか、

今週もがんばった感といいますか、確かにありますね。 

 この子に限らず、子どもたちは一週間がんばって金曜日に下校します。毎週とは言わなくても、

時には、お子さんに、「今週もがんばったね。」と声を掛け、励ましていきましょう。 
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２学期の学習参観「心の授業参観」 
９月５日（木）の学習参観には、多くの保護者の皆様から来校いただきありがとうございま

した。全学級で「道徳」授業を参観いただきました。「親切、思いやり」「個性の伸長」など

各学年のテーマにそって、真剣に考えたり、発表し合ったりする姿を見ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不審者対応避難訓練を行いました 

9月６日（金）、燕警察署生活安全課の方を招いて、不

審者対応訓練を行いました。不審者が 1年生教室に入る

想定で、全校で避難訓練を行いました。その後、警察の方

を講師に防犯教室を行いました。不審者に遭遇したらど

うしたらいいか、代表児童がロールプレイを行い、とる

べき適切な行動を全校で考えました。保護者地域の皆様

からの温かい見守り、今後もよろしくお願いいたします。 

ＰＴＡガラス拭き作業・北っ子縁日のご協力・ご参加お願いします！ 

13日（日）午前８時から、ＰＴＡガラス拭き作業を予定しています。19日（土）の文化祭・

学習発表会に向けて、環境を整えるために作業を行います。多くの皆様からご協力いただきます

よう、お願いいたします。作業は概ね 1時間程度です。作業終了後には、PTA生活教養委員会

の主催で「北っ子縁日（申込不要）」を開催します。ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

～ 北っ子の活躍 ～  

燕市・弥彦村児童生徒科学作品展 

科学作品の部 
銀賞 3年 『シーグラスのアルファベット表』 

銀賞 2年 『ペットボトルのふね』 

4年 『2択ゲーム』 

3年 『ペットボトルのカラフルキャップモビール』 

標本作品の部 

    2年 『ゴマダラカミキリムシの標本』 

11日(水)、燕市・西蒲原郡小学

校親善陸上大会が行われました。

100ｍ走では、６年生一人一人が

精一杯自分の力を発揮しました。 

【参観された保護者の感想】 

・誰でも発言できる雰囲気は北小の良さですね。積極的に自己の考えを述べることが出来ていて良かったです。 

・クラスのみんなが、自分ならどうするか一生懸命考えている姿が印象的でした。その後グループで話し合い、

友達の意見に耳を傾けていて、とても成長を感じました。 

・恥ずかしさもあるのか自分の長所を言わなくなるんだなと感じました。自分のよさに自信がもてるように、

家でも時々話をしたいと思いました。授業では、自分なりによく考えている姿が見られて嬉しかったです。 
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